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副題

□１.安全・安心 □５.公共工事の品質確保・向上 1 2

□２.環境 □６.景観

□３.情報化 □７.伝統・歴史・文化

□４.コスト縮減・生産性の向上 □８.リサイクル 番号：

□1.省人化 □5.耐久性向上 □9.地球環境への影響抑制 6 8
開発目標 □2.省力化 □6.安全性向上 □10.省資源・省エネルギー 9
（選択） □3.経済性向上 □7.作業環境の向上 □11.品質の向上

□4.施工精度向上 □8.周辺環境への影響抑制 □12.リサイクル性向上 番号：

従来技術名：

1.経済性 □1.向上（　％）　□2.同程度　□3.低下（-15％）　 番号： 3
2.工程 □1.短縮（　％）　□2.同程度　□3.増加（　％）　 番号： 2
3.品質・出来型 □1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
4.安全性 □1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 2
5.施工性 □1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 2
6.環境 □1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
7.その他 □1.　（定義済みの値なし） 番号：

開発体制 番号：

開発会社
㈱E-ﾏﾃﾘｱﾙ
福岡大学 販売会社 ㈱Ｅ－マテリアル 協会名

会社名： 住所

技術 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

会社名： 住所：

営業 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

（概要）

営業部 ０５４４－６６－０３４３

芦澤　明洋

2011年

□1.工法　□2.機械　□3.材料　□4.製品　□5.その他

〒419-0301　静岡県富士宮市上柚野９０２永絋商事株式会社

問合せ先

株式会社Ｅ－マテリアル 〒592-0012 大阪府高石市西取石7-13-30 EMﾋﾞﾙ

開発営業部
０７２－２６５－２７８６

小門　勝彦

０７２－２６５－２７８７

０５４４－６７－０１１１

eiko-aa@mocha.ocn.ne.jp

e-material40@fuga.ocn.ne.jp

高有機・高含水土の改良で強度発現し中性域に移行する固化材 開発年

キーワード

国土交通省へ
の登録状況

申請地方整備局名 登録年月日

近畿地方整備局 平成24年2月27日

登録番号

区分

新技術概要説明資料（１／５）

名称 中性固化材「セーフロック・ファイブロック」
収受受付年月日 平成29年12月5日

変更受付年月日

登録No. 1638

2).従来はどの様な技術で対応していたのか？

番号：
3

1-1-1.共通工／土工

評価（事前・事後）

ｾﾒﾝﾄ系固化材による土壌改良
-15.0%
0.0%

kokado@e-material40.com

分類

□1.単独 □2(1)共同研究(民民) □2(2)共同研究(民官) □2(3)共同研究(民学)

ＫＫ－１１００３８－Ａ NETIS登録済

活用の効果

2(3)

①河川、湖沼、港湾等の浚渫土砂を改良するための安定処理工事に使用出来る。

1).何について何をする技術なのか？
①本技術はｾﾒﾝﾄ系固化材には無い短期的に改良土が中性域に移行し、強度発現も発揮する
「非ｾﾒﾝﾄ系固化材：ｾｰﾌﾛｯｸ-E」「ｾﾙﾛｰｽ系由来土壌改質材：ﾌｧｲﾌﾞﾛｯｸ」及び、従来のｾﾒﾝﾄ
　系固化材では添加量を増やさないと十分な強度が確保できなかった高有機質土用ｾﾒﾝﾄ系
　改良材「ｾｰﾌﾛｯｸ-M」及び、混練時から中性域で土壌を改質する「ｾｰﾌﾛｯｸ-S」である。

①従来技術はｾﾒﾝﾄ系固化材による安定処理工法を使用しているが、ｾﾒﾝﾄ系固化材は高有機
　質土壌に対して添加量を増やさないと強度発現が難しく、改良後の土が中性域に成らず
　有効利用が難しかった。
3).公共工事のどこに適用できるのか？　



中性固化材「セーフロック・ファイブロック」 登録No. 1638

（特　徴）

(長所）：対ｾﾒﾝﾄ系固化材比較

①河川・湖沼・港湾等の高有機、高含水浚渫土砂に対して高い強度発現する固化材である。

②改良後の土が比較的短期間で中性域に移行するため盛土材等に有効利用が可能となる。

③静岡県内で発生するﾍﾟｰﾊﾟｰｽﾗｯｼﾞ灰を原料の一部に使用したｾﾙﾛｰｽ系由来の固化材である。

(短所)

①ｾﾒﾝﾄ系固化材に比較して製品単価が高い。

②ｾﾒﾝﾄ系固化材と比較して同程度の粉塵が発生する。

（施工方法）

（施工単価等） 1

その他（カタログ等）

①セーフロック－Ｅ＝３６，０００円／㌧＋運賃

②セーフロック－Ｍ＝３４，０００円／㌧+運賃　　

③セーフロック－Ｓ＝２２，０００円／㌧＋運賃　　

④ファイブロック＝２５，０００円／㌧＋運賃

積算資料等

施工管理資料等

A-2

①従来のｾﾒﾝﾄ系固化材の施工方法と同様に、油圧ショベルやスタビライザー、土質改良機等
の建設機械を使用して、土とセーフロック及びファイブロックを混合施工する。

□1(1).歩掛りあり（標準）　□1(2).歩掛りあり（暫定）　□2.歩掛りなし

積算資料（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）

新技術概要説明資料（２／５）
新技術名称

掲載刊行物
建設物価（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）

①国土交通省土木工事標準積算基準書（共通編）及び（静岡県版）を基にして算出した。
【説明資料－１参照】

②セメント系固化材による地盤改良マニュアルに準ずる。「出典：一般社団法人セメント協会」

（セーフロックパンフレット・ファイブロックパンフレット
）



登録No. 1638

（適用条件）

（適用できる条件）

①自然条件＝強風・降雨・降雪時は作業を中止する。

②現場条件＝混合ｽﾍﾟｰｽは固化材置場も含めて30m×30m＝900㎡を基本ｽﾍﾟｰｽとし、作業ｽﾍﾟｰｽは

  油圧ｼｮﾍﾞﾙが稼働出来る10m×10m＝100㎡を基本ｽﾍﾟｰｽとする。

③適用範囲＝日本国内（地域により運賃が変動する）。

（適用できない条件）

①汚染土壌の浄化工事、建築構造物基礎等の高い強度発現を要求される場合等

（設計上の留意点）

①事前に対象となる土を用いて配合試験を行い、要求品質に対する「配合量・目標強度・

　ＰＨ・六価クロム溶出」の確認を行う。

（施工上・使用上の留意点）

①セーフロック及びファイブロックは、弱アルカリ性の紛体のため、保護マスク、保護メガネ、

　ゴム手袋等の防護処理、粉じん対策が必要

②材料の搬入及び保管は、雨水・湧水等に対するシート養生が必要で、可能な限り長期の現場

　保管は避ける。
（残された課題と今後の開発計画）

（実験等作業状況）

（添付資料）
実験資料等

その他

特　許 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　□4:無し 番号 2
特許番号 特願2009-519187

実用新案 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　□4:無し 番号 4
新案番号

建設技術評価制度番号 民間開発建設技術の審査証明番号

ＫＫ－１１００３８－Ａ

証明年月日 証明年月日

評価・証明 平成24年2月27日

制度等の名称 証明機関

新技術情報提供システム（NETIS）

制度等の名称 制度等の名称

制度名、番号 制度名、番号

その他の 和歌山県認定ﾘｻｲｸﾙ製品「26-3･4」

制度等に 証明年月日 証明年月日

よる証明 平成26年12月15日

証明機関 証明機関

和歌山県ﾘｻｲｸﾙ製品認定審査会

証明範囲 証明範囲

・粉塵抑制型固化材の開発（現行セーフロック・ファイブロックの改良型）

・セーフロック－Ｍは有機質軟弱土に対して同じ添加量でｾﾒﾝﾄ系固化材より強度発現を発揮【説
明資料－２参照】

①東京都練馬区内で採取した有機質黒ボク土を使用した強度比較テスト【説明資料－３参照】

新技術概要説明資料（３／５）
新技術名称 中性固化材「セーフロック・ファイブロック」
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登録No. 1638

実績件数 公共機関： 23 民間：

発　注　者 施工時期
関東農政局 2013/2～

2013/3

国土交通省　淀川河川
事務所

2014/1～
2014/2

東北農政局　相々農林
事務所

2015/1～
2015/3

国土交通省　琵琶湖河
川事務所

2017/2～
2017/4

国土交通省　淀川ダム
統合管理事務所

2017/2～
2017/4

名古屋市緑生土木局 2011/5～
2011/9

東京都建設局 2013/10～
2013/9

ＮＥＸＣＯ西日本 2013/10～
2013/11

ＮＥＸＣＯ中日本 2017/10～
2017/11

民間 2016/5～
2016/5

天ケ瀬ダム貯水池土砂撤去他工事
（セーフロック－Ｍ）

守山区上志段味地区道路築造工事
（セーフロック－Ｍ）

印旛沼二期農業利水事業機場建設
工事（セーフロック－Ｅ）

山崎管内他維持補修工事（セーフ
ロック－Ｓ）

汚染拡散防止業務　相々第5地区南
相馬（ため池）作業（セーフロック－
Ｍ）

瀬田川南郷地区河道掘削工事（セー
フロック－Ｓ・Ｍ）

施
工
実
績

新技術概要説明資料（４／５）
新技術名称 中性固化材「セーフロック・ファイブロック」

工　事　名

ネスタリゾート神戸池改修工事（ファイ
ブロック）

新名神水沢北工事（ファイブロック）

新名神高槻ＩＣ遊水池埋立工事
（セーフロック－Ｍ）

白子川地下調整池工事（セーフロック
－Ｅ）

14

CORINS登録No.



登録No. 1638

セーフロックによる河川浚渫土砂の改良状況 セーフロックによる河川浚渫土砂の改良１日後

セーフロックによる表層地盤改良作業状況 セーフロックによる表層地盤改良作業（完了後）

セーフロック－Ｅ　及び　Ｍ セーフロックによるダム浚渫土砂の改良状況

新技術概要説明資料（５／５）
新技術名称 中性固化材「セーフロック・ファイブロック」
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